
 

 

 

 

 

 

～互いに協働し、自己を高め続ける 安心・安全な学校～ 

令 和 ４ 年 1 1 月 3 0 日 
翠 と 溪 の 学 び 舎  
世田谷区立玉堤小学校  

学 校 だ よ り  12月 号 
校 長  伊 藤  修 久 

                              副校長 長田 清 

４年ぶりに開催した学芸会では、保護者及び学校運営員、学校関係者評価委員の皆様に

お越しいただきました。ご来場いただいた皆様の温かい拍手に心よりお礼申し上げます。今

後、感染予防に十分留意しながら、地域の皆様にも少しずつご案内できるようにしていきたい

と考えております。 

すべての教育活動には、ねらいがあります。学芸会であれば、「主体的に表現する喜びを味

わう経験を通して自主性や想像力を育成する」「学年、クラスの仲間と創り上げる取り組みを

通して、協調性や責任感を養う」などです。今回の学芸会は、１年生から４年生の子どもたち

にとって、初めての経験になります。指導する教員にとっては、本来のねらいを達成することに

加えて、子どもたちが、思い切り楽しんだり、一生の思い出になったりすることを一番に考えて

取り組んできたように感じます。 

普段の学校生活とは違う、劇中の役になりきっている子どもたちに接すると、才能に感心し

たり、その子の可能性を感じたりします。リハーサル、児童鑑賞日、保護者鑑賞日で毎回違っ

た台詞を言ったり、アドリブで演技をしたりして、舞台上の子どもたち同士でそれを楽しみなが

ら対応し、表現している様子を見て、驚きさえ覚えました。正に子どもたち自身が創り上げる学

芸会を実現することができました。 

学芸会の練習を振り返ると、子どもたちの「こうなりたい」という強い思いを実現するために、

担任は子どもたちと一緒にアイデアを出し合いながら練習していきます。子どもたちは、どうや

ったら自分の表現が相手に伝わるのか、様々な方法や台詞を考えては、演技の方法について

担任に相談をしていました。休み時間や放課後などにも時間をかけて何度も練習を重ね、力

をつけていきました。 

 発表をご覧になって、日々の取り組みの成果を子どもたちの姿から感じていただけたのでは

ないかと思います。やり遂げた後の子どもたちの表情や振り返りの作文からも、成長の様子を

読み取ることができます。子どもたちの練習の過程や当日の様子については、学校ホームペ

ージ、玉堤通信、裏面の学年ごとの欄で紹介しているので、ご覧いただけたら幸いです。 

学芸会で身に付けた力、高まった力を今後の教育活動でさらに伸長させていくために、教職

員一同、研鑽に努めて参ります。引き続き皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

新しい時代の学芸会 



 

 

 
 

  

「ユニセフ募金について」～代表委員の取り組み～ 

代表委員はユニセフ募金に取り組みました。尾山台中学校、尾山台小学校の 3 校で尾山台商

店街に行き、募金活動を行いました。元気よく声掛けをし、多くの方に募金をしていただくこ

とができました。 

募金活動を行うにあたり、何のために募金が必要なのか、募金がどのように使われるのかな

ど自分たちで詳しく調べ、全校に伝える取り組みをしました。子どもたちは、世界で苦しむ子

どもたちや動物のために何かできることはないかと考え、真剣に呼びかけていました。 

多くの保護者、地域の皆様にご協力いただき、玉堤小学校では、８６，４５８円の募金が集

まりました。ご協力をありがとうございました。 

                            （特別活動担当：須賀 石井） 

 

 

  

  

日 
曜
日 朝 児童の活動 日 

曜
日 朝 児童の活動 

1 木 
学Ｔ 

MT 
1 年生保育園交流(ナザレン幼稚園) 16 金 

学Ｔ 

MT 
クラブ 

2 金 
学Ｔ 

MT 

委員会 花丸先生教室(3 年)1 年生保育園

交流(尾山台保育園) 
17 土   

3 土 
 

  18 日 
 

  

4 日 
 

 19 月 
全朝 

  

5 月 
全朝 

保護者会１・２・３年 15 時から 20 火 
学Ｔ 

MT 
  

6 火 
全朝 

避難訓練 保護者会 4・5・6 年 15 時から 21 水 
学Ｔ 

MT 
  

7 水 
学Ｔ 

MT 
プラネタリウム午前(4 年) 22 木 

学Ｔ 

MT 
給食終 

8 木 
安全 安全指導(乗り物の利用)社会科見学 6 年

(エコプロ) 
23 金 

終業式 
終業式 

9 金 
学Ｔ 

MT 
クラブ 花丸先生教室(2 年)  24 土 

 
冬季休業日始 

10 土 児童 土曜授業日 25 日   

11 日   26 月  書き初め練習会(３～６年)体育館 

12 月 
全朝 

  27 火   

13 火 
学Ｔ 

MT 
子どもを笑顔にするプロジェクト(5 年) 28 水   

14 水 
学Ｔ 

MT 校内研究授業(2 年 1 組 5 時間授業) 29 木   

15 木 
学Ｔ 

MT 
日本障がい者サッカー連盟 体験授業(4

年) 
30 金   

児：児童集会  

学Ｔ：学びタイム  ＭＴ：モジュールタイム  
31 土   

☆12 月の生活目標☆  生命を大切にしよう 

・自分や友達のよいところを見つけよう ・家族のよいところを見つけよう ・生き物を大切にしよう  



 

 

4 年ぶりの学芸会 
児童の感想 

1 年生 
・れんしゅうより大きなこえで、ほんばんでいえてうれしかったです。Ｋ・Ｋ 

・ちょっときんちょうしたけれど、がんばってこえをはっていえたとおもいます。Ｎ・Ｅ 

・うたがわくわくしてちょっときんちょうしたけどたのしかったです。I・H 

・きょうりょくして、うたやダンスにせりふを大きなこえでできたので、うれしかったです。H・M 

・うごきながらセリフをいうのがむずかしかったけど、がんばってれんしゅうしたのでできました。

Ｍ・Ｓ 

・大きなこえでいえてうれしかったです。みんなでちからをあわせてがんばりました。Ｈ・Ｈ 

 

2 年生 
・少し緊張したけど、面白かったし楽しかったです。歌をがんばりました。大成功して良かったで

す。M・T 

・大きな声を出せたし、うごきも大きくできたから良かったです。すごく楽しかったです。H・T 

・大きな声で歌やセリフを言うことができてうれしかったです。次の学芸会が楽しみです。A・A 

・とってもうまくできたと思います。みんなで頑張れたことがうれしかったです。K・K 

・楽しく元気にやりきれました。次の学芸会はもっとグレードアップした演技をしたいです。S・I 

・とても緊張しましたが、大きい声が出せて安心しました。動きも大きくできました。M・S 

 

3 年生 
・体育館に入る前はどきどきしていましたが、やっていたら楽しくなってきました。Ｙ・Ｕ 

・メンバーで振付を考えるときが、とても幸せな宝物のような時間を過ごせました。Ｍ・Ｋ 

・演技もうまくでき、２年生やお父さんお母さんにもいっぱい笑ってもらえてうれしかったです。

H・K 

・恥ずかしがらずに身振り手振りをしっかりして頑張りました。アンパンチも大きな声をだせま

した。O・K 

・声を大きく出せました。緊張したけれど、うまくできました。とっても楽しかったです。Ｏ・Ｅ 

・目線を上にして遠くまで声が聞こえるようにしました。歌の時は笑顔になれました。Ｔ・Ａ 

 
  



 

 

4 年ぶりの学芸会 
児童の感想 

４年生 
・努力したおかげで、お客さんから盛大な拍手をもらって嬉しくなりました。 Ａ．Ｈ 

・初めての学芸会は成功できたと思いました。体から足まで楽しく表現できました。 Ｈ．Ｋ 

・泣く演技が難しかったけど、友達と教え合ったのでよくできました。Ｓ．Ｓ 

・練習していた時は、本番でできるとき心配だったけど、いざやるときは失敗しないでできたの

で良かったです。Ｙ.K 

・練習の成果をうまく発揮でき、目標を達成できた。O.K 

・何度もやったものなのに緊張した。でも今までで一番よくできた。I.S 

 

５年生 
・小学生最後の学芸会をとても楽しめて、悔いのない思い出にできてよかったです。 Ｅ・Ｋ 

・自分のめあてを達成できたと思いました。最高の学芸会でした。 Ｏ・Ｔ 

・全員で協力して長い話を完成させることができ、思い出に残りました。 M・O 

・見ている人の目や表情を見て、やってよかったと思いました。今までの成果が出てよかったで

す。M・H 

・自分自身では１３０点でした。うまくできてほっとしています。 H・U 

・本番はとても緊張しましたが、自分のセリフをきちんと言えてよかったです。 K・A 

 

６年生 
・みんなと心が通じているような気がしました。達成感も感じられました。        Y・S 

・緊張しましたが、たくさんの人が拍手をしてくれたのでうれしかったです。        N・K 

・成功の喜びをみんなで分かち合う素晴らしさは、心に残るものでした。         M・R 

・みんなと協力して大成功できたので、これからも協力して成功させていきたいです。 I・K 

・練習を重ねるうちに、演技が楽しくなってきて、本番はとても楽しくできました。    K・R 

・本気で練習を積み重ねてきた仲間たちと、最後の学芸会ができてよかったです。    A・J 

 
 


